
至
環
七 

⇒ 

 

変
わ
り
ゆ
く
わ
が
街 

 

変
わ
っ
て
い
く
身
近
な
道
路 

 

 
 
 

長
年
工
事
を
行
っ
て
い
る
補
助
26
号
線
の
一
部
で
あ
る
三
宿
二
丁
目
～
池
尻
四
丁
目
区
間
の 

道
路
が
、
も
う
す
ぐ
開
通
し
そ
う
な
状
況
ま
で
整
備
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
続
く 

区
間
の
事
業
も
進
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

み
に
こ
み
７
編
集
委
員
は
、
世
田
谷
区
北
沢
総
合
支
所
街
づ
く
り
課
と
目
黒
区
都
市
整
備
部
都
市 

 

整
備
課
主
催
の
「
第
８
回
補
助
26
号
線
沿
道
地
区
街
づ
く
り
懇
談
会
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

至
渋
谷 

至
環
七 

  
 

 
 

 
 

 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         

                

７
月
20
日(

火)

北
沢
タ
ウ
ン

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
街
づ
く

り
懇
談
会
は
、
代
沢
一
丁
目(

淡

島
通
り)

～
目
黒
区
駒
場
四
丁

目(

松
陰
学
園
近
く
の
三
角
橋

交
差
点)

区
間(

延
長
約
975
ｍ)

の
都
市
計
画
道
路
沿
道
の
街
づ

く
り
の
将
来
像
を
考
え
る
場
で

す
。
特
に
京
王
井
の
頭
線
と
の

交
差
部
で
す
が
、
線
路
の
下
に
道

路(

ア
ン
ダ
ー
パ
ス)

が
で
き
る

と
い
う
立
体
化
の
計
画
で
も
あ

り
、
整
備
を
契
機
に
沿
道
の
街

並
み
が
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。 

今
回
の
内
容
は
、
「
街
づ
く

り
の
実
現
化
手
法
の
検
討
」
で

す
。
沿
道
を
4
つ
の
地
区
に
区

分
し
て
い
ま
す
。 

Ａ
・
主
に
戸
建
住
宅
や
ア
パ
ー 

 

ト
な
ど
が
あ
る
地
区 

                          

Ｂ
・
都
営
住
宅
が
あ
る
地
区 

Ｃ
・
学
校
が
あ
る
地
区 

Ｄ
・
淡
島
通
り
と
の
交
差
部
と
、 

三
角
橋
交
差
点
に
位
置
す 

 

る
地
区 

こ
の
地
区
ご
と
の
具
体
的
な

将
来
イ
メ
ー
ジ
で
、
建
物
の
用

途
や
高
さ
を
、
ど
の
よ
う
に
し

た
い
か
、
な
ぜ
そ
う
思
う
の
か

を
各
自
、
付
箋
紙
に
記
入
し
ま

し 

                         

し
た
。
そ
れ
ら
の
意
見
を
分

類
・
整
理
し
て
ボ
ー
ド
に
貼
り
、 

参
加
者
で
共
有
し
ま
し
た
。 

・
ス
ー
パ
ー
や
カ
フ
ェ
、
飲
食 

 
 
 
 
 

 

店
が
ほ
し
い
。 

・
横
断
歩
道
が
ほ
し
い
。 

・
歩
行
者
や
自
転
車
走
行
の
安 

全
を
確
保
す
る
。 

・
緑
を
増
や
し
て
ベ
ン
チ
も
設 

置
し
て
ほ
し
い
。 

 

・
日
照
環
境
を
考
え
る
と
、
建 

物
の
高
さ
は
現
状
の
ま
ま
が 

 
 

良
い
。 

・
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
あ
る
所
は 

 
 

暗
く
な
り
が
ち
で
治
安
が
心 

 

配
。 

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
多
岐

に
わ
た
る
意
見
の
交
換
が
で
き

ま
し
た
。 

平
成
30
年

11
月
に
１
回
目

の 

              

の
街
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し

今
回
で
８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
累
計
で
209
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
懇
談
会
は
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
内

で
の
感
染
防
止
策
を
講
じ
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

「
街
づ
く
り
懇
談
会
」
の
配

布
資
料
は
世
田
谷
区
ホ
ー
ム
ペ

あ ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
北
沢
総
合
支
所
11
階
街

づ
く
り
課
で
も
配
布
し
て
い
ま

す
。 

    

補
助
26
号
線
は
、
品
川
区
東

大
井
一
丁
目
か
ら
目
黒
区
、
世

田
谷
区
、
渋
谷
区
、
豊
島
区
を

経
由
し
、
板
橋
区
氷
川
町
に
至

る
延
長
約
22
㎞
、
標
準
幅
員
20

ｍ
で
、
地
域
に
密
着
し
た
補
助

線
街
路
で
す
。 

昭
和
21
年
4
月
25
日
に
戦

災
復
興
院
告
示
第
15
号
と
し
て

計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。(

戦
災

復
興
院
と
は
、
日
本
の
機
関
で

あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
日

本
敗
戦
後
、
戦
時
中
に
ア
メ
リ

カ
軍
が
行
っ
た
日
本
本
土
空
襲

に
よ
っ
て
被
災
し
た
全
国
諸
都

あ 

            

 

市
の
戦
災
復
興
事
業
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
機
関
で
す
。) 

補
助
26
号
線
の
一
部
の
区
間

は
、
首
都
直
下
地
震
の
発
生
を

見
据
え
、
木
造
住
宅
密
集
地
域

の
大
規
模
な
市
街
地
火
災
の
延

焼
の
遮
断
や
、
避
難
路
・
緊
急

車
両
の
通
行
路
の
確
保
な
ど
、

地
域
の
防
災
性
向
上
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
特
定
整
備
路
線

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

三
宿
二
丁
目
～
池
尻
四
丁
目

(

淡
島
通
り)

区
間
【
写
真
①
】

の
工
事
期
間
は
12
月
下
旬
ま
で

の
予
定
で
す
。 

 

代
沢
一
丁
目(

淡
島
通
り)

～

目
黒
区
駒
場
四
丁
目(

三
角
橋

交
差
点)

区
間
【
写
真
②
】
の
事

業
期
間
は
令
和
元
年
～
12
年
度

で
す
。 

 

身
近
な
道
路
の
工
事
に
伴
う

街
づ
く
り
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。 

【写真②】代沢一丁目（淡島通り）～目黒区駒場四丁目方面 

【写真①】池尻四丁目（淡島通り）～三宿二丁目方面 

補
助
26
号
線
の 

あ
ら
ま
し 
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代
沢
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
す 

 

 

 

『空襲のこと』 

  戦時中は各人の家の庭に畳1帖くらいの広さの防空

壕を掘って作っていた。空襲から身を守るためだ。北沢

川の近くは雨季には１㍍も掘ると水がでてくるので、木

製の柱を立てて、壁と天井に板を張り、土を30～50

センチ積んで覆った。焼夷弾が落下してきたときに突き

抜けないようにするためだ。 

 昭和20年３月10日のB-29の絨毯爆撃（じゅう

たんばくげき）。下町方向の空は真っ赤になり、一夜で

10万人が亡くなったという。 

 昭和20年５月25日夜から26日未明の空襲では、

池尻、三宿、三軒茶屋は焼け野原になった。淡島通り沿

いの下代田の一部も焼けた。川の右岸には池尻、三宿の

火災から逃れてきた人々が南風で飛来する煙を避けて

川の中の木柵にへばりついていた。私と父は家に雨戸を

閉めて、南から飛来する火の粉と熱気に対処するため、

井戸水を汲んでバケツで懸命にかけた。東急バス・ 淡島

車庫には細かく割った薪が沢山積まれていた。東からの

火の手は車庫で止まり、南からの火は丘の上の第２陸軍

病院・（その後、国立小児病院。今はない）あたりで止ま

った。幸い代沢４丁目の西町会の町はほとんど焼けず残

った。・ (終わり)    ・―代沢４丁目 高橋 悦朗― 

      

代
沢
小
学
校
の
地
下
、
代
沢

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
同
じ

フ
ロ
ア
ー
に
あ
り
ま
す(
入
口

は
小
学
校
敷
地
の
北
側
で
す)

。 

          

年
齢
を
重
ね
て
も
、
病
気
に

な
っ
て
も
、
最
期
ま
で
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う

に
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

ま
す
。 

 

保
健
師
・
看
護
師
、
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉

士
８
名
の
職
員
が
対
応
し
ま
す
。 

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？ 

相
談
窓
口 

・
介
護
が
必
要
と
な
る
方
に
向

け
た
支
援(

介
護
保
険
申
請) 

・
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス(

お
む

つ
や
介
護
タ
ク
シ
ー
等)

の

申
請 

・
自
宅
で
医
療
を
受
け
る
た
め

の
相
談 

・
も
の
忘
れ
に
関
す
る
相
談 

     

講
座
開
催 

・
介
護
予
防
の
た
め
の
体
操
教

室
や
消
費
者
被
害
講
座
な
ど 

・
認
知
症
の
方
や
家
族
に
向
け

た
支
援 

身
近
に
こ
の
よ
う
な
方
は 

い
ま
せ
ん
か
？ 

☑
服
装
が
い
つ
も
同
じ
。
季
節

感
の
な
い
服
を
着
て
い
る
。 

☑
こ
こ
最
近
姿
を
見
か
け
な
く

な
っ
た
。 

☑
日
中
で
も
雨
戸
や
カ
ー
テ
ン

が
閉
ま
り
っ
ぱ
な
し
。 

☑
ご
み
の
収
集
日
を
よ
く
間
違

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

                

  

ご
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し 

た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

     

相
談
す
る
と
ど
う
い
う
こ
と
を 

し
て
く
れ
る
の
？ 

 

そ
の
方
と
お
会
い
す
る
機
会 

を
設
け
、
必
要
で
あ
れ
ば
ご
自 

宅
へ
訪
問
し
ま
す
。 

区
で
行
わ
れ 

て
い
る
事
業
や 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、 

介
護
保
険
の
申 

請
の
ご
提
案
や 

必
要
な
情
報
を 

ご
提
供
し
ま
す
。 

                

     

富
士
中
の
生
徒
会
は
、
今
年

３
月
に
全
校
生
徒
に
服
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
呼
び
か
け
、
約
450
着

を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
使
用

し
な
い
文
具
も
集
め
ら
れ
、
６

月
に
は
学
区
域
に
あ
る
ア
ン
ゴ

ラ
大
使
館
に
服
と
一
緒
に
寄
付

し
ま
し
た
。 

 

富
士
中
は
地
域
の
古
着
回
収

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
昨
年
度
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
に
代
わ
る
独
自
の
取
り
組
み

で
海
外
の
子
ど
も
た
ち
の
役
に

立
ち
、
交
流
が
で
き
ま
し
た
。 

                

 

今
後
も
続
い
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。 

    

夏
休
み
中
、
池
之
上
青
少
年

交
流
セ
ン
タ
ー
を
の
ぞ
い
て
み

ま
し
た
。
こ
の
日
は
夕
方
か
ら

ウ
ク
レ
レ
の
体
験
が
行
わ
れ
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
ズ
ム
楽
器

も
加
わ
り
、
バ
ン
ド
演
奏
を
す

る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

令和３年７月４日 
東京都議会議員選挙 

投票所 投票率 

区全体 43.93% 

代沢小学校 44.79% 

富士中学校 43.64% 

池之上青少年 
交流センター 

45.18% 

富
士
中
学
校 

生
徒
会
の
取
り
組
み 

行 事 内 容 日 時 対 象 場 所 問い合わせ先 

子育てひろば 
【コアラタイム】 

日によって様々な活動を行います。 

楽しく親子で交流しましょう。 

火曜 

１０：３０～１１：３０ 
０～１歳と保護者 

代田南児童館 

代田南児童館 

３４１９－７１９２ 

※新型コロナウイルス感

染症の状況により変更・

中止になることがありま

す。 

子育てひろば 
【イルカタイム】 

日によって様々な活動を行います。 
楽しく親子で交流しましょう。 

水曜 
１０：３０～１１：３０ 

１～２歳と保護者 

子育てひろば 
【パンダタイム】 

自由遊びです。大型遊具等で 

遊んだり、最後に体操します。 

金曜 

１０：３０～１１：３０ 
乳幼児と保護者 

歩こう会 
（身近なまちづくり推進協議会） 

世田谷の名木を巡ろう！ 
１１月１８日（木） 

９：３０～１２：００頃 
※雨天の場合、翌日に延期 

一般 
１０月２５日（月）
から申込み開始 

梅ヶ丘駅～乗泉寺～ 

豪徳寺など～実相院 
（約４Km） 

代沢まちづくりセンター 

３４１３－０５１３ 

古着の回収 
（ごみ減量・リサイクル推進委員会） 

不要になった衣類を回収し、 

リサイクルします。 

１２月５日（日） 

１０：００～１１：３０ 
一般 

代沢小学校（正門） 

代沢せせらぎ公園 

下代田児童遊園 

寄せ植え講習会 
（身近なまちづくり推進協議会） 

冬から春にかけてきれいな 

花々を寄せ植えにします。 
（参加費 １５００円） 

１２月８日（水） 

１０：００～１１：３０ 

一般 
１１月２５日（木）
から申込み開始 

代沢まちづくりセンター 

ミニ青年文化祭 
ゲームコーナーや若者たちによる 

ライブ等を行います。ご参加頂く場合は 
事前に配布するチケットが必要です。 

１１月７日（日） 

①１０時３０分～１２時 

②１３時～１４時５０分 
③１５時～１６時３０分 

一般 
池之上青少年 
交流センター 

池之上青少年 

交流センター 
３４１３－９５０４ 

 

夏
休
み
中
の 

「 

い
け
せ
い
」拝
見
！ 

  １０月 ～ １２月 行 事 予 定 

個人情報は厳守します 

 

編 

集 

委 

員 
 

８/１９ ウクレレの体験 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！ 

どなたでも、予約なしで相談 OK 

新型コロナウイルス等の感染症流行の影響で、中止や延期になる場合があります。問い合わせ先へ最新情報をご確認下さい。 

 

俳
句
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 

～
さ
ぎ
草
展
よ
り
～ 

 

ひ
と
鉢
の
鷺
草
の
花 

無
人
駅(

光
男) 

 

鷺
の
ご
と
高
く
飛
び
立
て 

 
 

 
 

区
の
花
よ(

み
や
子) 

 

鷺
草
の
飛
び
立
つ
気
配 

風
の
朝(

二
美) 

あんすこくん 

☎０３－５４３２－０５３３ 

開設時間：月～土 

      ８：３０～１７：００ 

（日・祝・年末年始除く） 


